
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

元金融庁長官 五味廣文氏 推薦！ 

◆金融庁が確立と定着を目指すフィデューシャリー・デュ

ーティーはすべての金融機関のプリンシプル（行動原

則）。その真意、何を実践すべきか等を詳解。 

◆日本で最初に「フィデューシャリー宣言」を行った HC

アセットマネジメントの森本社長が、フィデューシャリ

ー・デューティーの意義、これまでの経緯、具体的な取

組み方、今後の課題等について簡潔にまとめた書。 
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4月中旬発売！ 

フィデューシャリー・デューティー 

－顧客本位の業務運営とは何か 

 
～地域金融機関に求められる連携と対話 

推薦の言葉 より 

本書では、長年にわたり投資の現場で実績をあげている著者が、顧客本位の業務運営の神髄を語って

いる。フィデューシャリー・デューティーの理念と実践が、金融市場における日々の豊富な経験を踏ま

えて、現実に即して具体的にわかりやすく解説されている。 

フィデューシャリー・デューティーというと、何か取っつきにくい高度な規制用語のように聞こえる

が、本書を読めば、それはまさに日々の業務と有機的に結合している羅針盤のようなものであることが

わかる。難しい局面でも正しい方向を見失わずに自信を持って仕事ができるよう、そしてそれが日本経

済、投資家、金融業界自身の発展に貢献することとなるよう、本書を金融市場に関わる皆さんに自信を

持ってお薦めしたい。 

元金融庁長官・西村あさひ法律事務所 顧問 五味 廣文 
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【著者紹介】森本紀行（もりもと・のりゆき） 

東京大学文学部哲学科卒業。1981 年三井生命保険入社。

1990年当時のワイアットへ入社し、日本初の企業年金基金
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